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増え続けるごみ。この問題には、都会も地方も関係ありません。大野市は4月

から新しい分別収集をスタートしましたが、市民の皆さんの努力で明らかにごみ

は減っています。

　

今月は、実施から現在までの排出●収集の結果をお知らせします。

　

市は、今まで以上に努力していきます。皆さんもごみ問題について、ご意見を

お寄せください。

市が収集する月別のごみ排出量（可燃物） クリーンセンターの焼却時間の月別推移



分
別
は
4
種
類
●
1
2
品
目

　

市
で
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
こ
の

四
月
か
ら
新
し
い
ご
み
の
分
別
収

集
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
は
、

・
缶
類
（
ス
チ
ー
ル
ー
ア
ル
ミ
）

・
空
き
瓶
類
（
白
色
・
茶
色
・
そ

　

の
ほ
か
）

・
紙
製
の
容
器
包
装
類
（
飲
料
用

　

容
器
）

≒
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装

　

類
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

の
、
四
種
類
・
七
品
目
で
す
。

　

段
ボ
ー
ル
と
そ
の
ほ
か
の
紙
製

の
容
器
包
装
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

製
の
容
器
包
装
は
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
品
目
で
は
な
い
新

聞
・
雑
誌
。
折
り
込
み
広
告
・
段

ボ
ー
ル
（
平
成
十
二
年
度
か
ら
法

の
対
象
）
な
ど
の
古
紙
類
と
、
黒

色
の
空
き
瓶
を
含
め
た
四
種
類
十

二
品
目
を
、
四
月
か
ら
対
象
品
と

し
て
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
ヵ
月
で
「
－
割
減
量

　

大
野
市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
の

約
六
割
が
紙
の
ご
み
（
平
成
八
年

度
の
調
査
平
均
）
で
す
。

　

平
成
七
年
度
か
ら
の
四
月
か
ら

七
月
ま
で
の
四
ヵ
月
間
の
燃
え
る

ご
み
の
量
と
焼
却
時
間
は
、
前
ペ

ー
ジ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
八
年
度
と
比
較
し
て
、
約

一
割
、
一
ヵ
月
約
五
十
三
ト
ン
の

ご
み
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
皆
さ
ん
が
出
し
て
い
る

黒
色
や
青
色
の
市
販
の
ご
み
袋
に

換
算
し
て
み
ま
し
よ
う
。
一
袋
に

約
五
／
入
る
と
し
て
、
一
ヵ
月
に

な
ん
と
約
一
万
六
百
袋
も
減
っ
た

計
算
に
な
り
ま
す
。

缶
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

ル
ー
ル
を
守
つ
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
つ
い
て
一
定
の
成
果
が
出
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
地
区
で

は
、
完
全
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い

点
が
あ
り
ま
す
。
特
に
缶
類
が
燃

え
な
い
ご
み
の
日
に
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
、
キ
ャ

ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
が
取
っ
て
い
な
か

っ
た
り
、
中
を
洗
っ
て
い
な
か
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
瓶
の
回
収
で
は
、
県
内
で

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
一
部
、
分
別
が
悪
い
地
区
も

あ
り
ま
す
。
白
色
。
茶
色
・
黒

色
●
青
緑
色
の
四
種
類
に
分
け
て
、

地
区
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
箱

や
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

化
粧
品
の
瓶
と
窓
ガ
ラ
ス
な
ど

の
板
ガ
ラ
ス
は
、
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
を
守
ら
な
い
場
合
は
、
警

告
シ
ー
ル
を
は
っ
て
、
収
集
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
で
指
定
ご
み
袋

　

県
下
七
市
の
中
で
、
指
定
ご
み

袋
を
導
入
し
て
い
な
い
の
は
、
大

野
市
と
鯖
江
市
で
す
。

　

現
在
、
市
内
の
八
地
区
で
指
定

ご
み
袋
を
使
っ
て
も
ら
い
、
排
出

状
況
や
使
用
状
況
な
ど
の
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
結
果

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
、

指
定
ご
み
袋
を
導
入
す
る
か
ど
う

か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
元
凶

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
回
収

　

大
野
市
で
は
、
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
フ

ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ま
れ
た
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

か
ら
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
抜
き
取
り
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、

千
葉
県
に
あ
る
通
産
省
指
定
の
処

理
施
設
へ
送
る
予
定
で
す
。

説
明
に
出
向
き
ま
す

　

新
し
い
分
別
排
出
・
収
集
方
法

が
ス
タ
ー
ト
し
て
四
ヵ
月
が
た
ち

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
順
調
に
収
集
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
完
全
に
定
着
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
分
別
の
方
法
や
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
申
し
出

に
応
じ
て
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
生
活
環
境

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

2
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

淀
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

資
源
回
収
の
た
め
、
平
成
七

年
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
、
平

成
十
二
年
六
月
ま
で
に
容
器
包

装
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ

ま
す
。

　

容
器
包
装
と
は
、
商
品
の
消

費
や
使
用
で
不
要
に
な
る
容
器

と
包
装
の
こ
と
で
す
。
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
の
封
筒
や
家
庭
で

付
け
た
箱
な
ど
は
除
き
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
消
費
者

は
分
別
排
出
を
、
市
町
村
は
分

別
収
集
を
、
事
業
主
は
自
ら
、

ま
た
は
指
定
法
人
や
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
に
委
託
し
て
再
商
品
化

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市のごみ排出量の推移

市のごみ処理事業経費の推移

資源ごみ回収量

ペットボトル　

（本）

古紙類（トン） 缶類　

（トン）新聞 段ボづレその他

4月 14，50020．68 9．61 33．52 13．81

5月 17，00011．04 8．61 25．30 17．87

6月 19，00014．04 9．32 27．85 19ま02

7月 26，500 13．77 11．38 31．9326．69

合計
77，000
（3昂）

59．53 38．92118．6077ま39

古紙類合計217．05トッ



石
ぷ
ご
岨
言
づ
塵
帽

　

図
が
指
定
す
る
A
か
ら
D
の
地
域
は
、
ご
み
ス
テ
i
シ
ョ
ン
や
排
出
場
所

で
区
別
し
て
い
ま
す
。
道
路
に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

し
も
町
内
会
や
集
落
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
範
囲
内
に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
排
出
場
所
の
収
集
日
は
、
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



地図が示す地域のごみ収集日

よ
燃えるごみ　

（週2回収集）

燃えないごみ　

（週1回収集）

　　缶類

古紙とペットボトルの（
収集日以外・水曜日）

古紙類

4週に1回の（水曜日）

ペットボトル　

4週に1回の　（水曜日）

A

火曜日と

金曜日に収集

9月2日5日9日12日　　

16日19日26日30日

10月3日7日14日17日　　

21日24日28日31日

11月4日7日11日14日　　

18日21日25日28日

12月2日5日9日12日　　

16日19日26日30日

1月6日9日13日16日　　

20日23日27日30日

2月3日6日10日13日　　

17日20日24日27日

3月3日6日10日13日　　

17日20日24日27日　　

31日

4月3日

木曜日に収集

9月4日11日18日25日

10月2日9日16日23日　　

30日

11月6日13日20日27日

12月4日11日18日25日

1月8日22日29日

2月5日12日19日26日

3月5日12日19日26日

4月2日

9月10日24日

10月8日22日

11月5日19日

12月3日17日

1月7日21日

2月4日25日

3月11日25日

9月3日

10月1日29日

11月26日

12月24日

1月28日

3月4日

4月1日

9月17日

10月15日

11月12日

12月10日

1月14日

2月18日

3月18日

B

月曜日に収集

9月1日8日22日29日

10月6日13日20日27日

11月10日17日

12月1日8日15日22日　　

29日

1月5日12日19日26日

2月2日9日16日23日

3月2日9日16日23日　　

30日

9月し17日

10月15日

11月12日

12月10日

1月14日

2月18日

3月18日

9月3日

10月1日29日

11月26日

12月24日

1月28日

3月4日

4月1日

C

月曜日と

木曜日に収集

9月1日4日8日11日　　

18日22日25日29日

10月2日6日9日13日　　

16日20日23日27日　　

30日

11月6日10日13日17日　　

20日27日

12月1日4日8日11日　　

15日18日22日25日　　

29日

1月5日8日12日19日　　

22日26日29日

2月2日5日9日12日　　

16日19日23日26日

3月2日5日9日12日　　

16日19日23日26日　　

30日

4月2日

金曜日に収集

9月5日12日19日26日

10月3日17日24日31日

11月7日14日21日28日

12月5日12日19日26日

1月9日16日23日30日

2月6日13日20日27日

3月6日13日20日27日

4月3日

9月3日17日

10月1日15日29日

11月12日26日

12月10日24日

1月14日28日

2月18日

3月4日18日

4月1日

9月10日

10月8日

11月5日

12月3日

1月7日

2月4日

3月11日

9月24日

10月22日

11月19日

12月17日

1月21日

2月25日

3月25日

D

火曜日に収集

9月2日9日16日30日

10月7日14日21日28日

11月4日11日18日25日

12月2日9日16日30日

1月6日13日20日27日

2月3日10日17日24日

3月3日10日17日24日　　

31日

9月24日

10月22日

11月19日

12月17日

1月21日

2月25日

3月25日

9月10日

10月8日

11月5日

12月3日

1月7日

2月4日

3月11日

※祝日や振り替え休日は、次回収集になります



市
長
へ
⑩
メ
ツ
セ
＝
ジ
募
集

今
年
の
テ
ー
マ
は

　

「
大
野
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
Ｌ

　

市
は
、
今
年
も
「
市
長
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
「
広
報
お
お
の
」
に

折
り
込
ん
で
あ
る
用
紙
に
、
あ
な

た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
書
い

て
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
投
函

（
切
手
不
要
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
募
集
す
る
テ
ー
マ
は

「
大
野
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
」

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
施
策
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
の
よ
う
な
分
野
で
も
結
構
で

す
。
自
由
に
、
そ
し
て
具
体
的
に

あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
自
身
が
目
を
通
し
、

具
体
的
に
実
現
可
能
な
も
の
は
、

今
後
の
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る

方
針
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ

ア
か
ら
、
平
成
大
野
屋
や
、
ま
ち

な
み
景
観
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

集
計
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
広
報
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
や
ま
び
こ
」
と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
以

外
の
市
政
全
般
へ
の
意
見
・
要
望

な
ど
は
、
市
民
提
案
箱
「
や
ま
び

こ
」
と
、
市
政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（

酋
6
6
・
2
0
0
0
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ

ス
y
a
ヨ
a
b
i
k
o
＠
ヨ
i
t
e
n
e
．
o
こ
p
）
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
結
果
は

必
ず
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
秘
書
広

　

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
4
0
）

知り合いに「大野さん」いませんか

今年も募集、平成大野屋支店主

　

幕末に大野藩が展開した大野屋にちなみ、昨年市が委嘱

した平成大野屋全国支店主を、今年も募集します。支店主

は全国に35人いて、大野市のPR役を務めています。

　

今年は、支店主がいない1道21県から募集し、10月24日

から26日に招待（旅費の半額と宿泊費を補助）します。

　

あなたの知り合いや親類の「大野さん」に、応募をすす

めてみてはいかがですか。

応募方法1人につき、はがき1枚で郵送による

申し込み締め切り9月25日囚必着

募集地域北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山

　

形県・福島県・茨城県・群馬県・奈良県・和歌山県・鳥

　

取県・島根県・山口県・徳島県・高知県・佐賀県・長崎

　

県・熊本県・大分県。鹿児島県・沖縄県

申し込み・問い合わせ先〒912福井県大野市天神町1－1

　

大野市役所秘書広報課（豊0779・66●1111内線22

　

1または440）

一
半
鴎
大
野
屋
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

・
市
内
の
賛
助
会
員
を
募
集

　

平
成
大
野
屋
本
店
で
は
、
全
国

の
支
店
主
や
支
店
主
を
通
じ
て
大

野
市
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
市
内
の
案
内
や
大
野

市
の
P
R
を
す
る
、
賛
助
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

大
野
市
を
訪
れ
る
人
が
希
望
す

れ
ば
、
そ
の
目
的
に
あ
わ
せ
て
賛

助
会
員
を
紹
介
し
、
会
員
が
案
内

や
手
ほ
ど
き
を
す
る
も
の
で
す
。

　

大
野
な
ら
で
は
の
も
の
を
P
R

し
て
も
ら
え
る
人
な
ら
、
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

　

例
え
ば
、
ア
ユ
釣
り
や
登
山
、

名
所
旧
跡
の
案
内
、
サ
ト
イ
モ
料

理
の
お
い
し
い
作
り
方
の
手
ほ
ど

き
、
大
野
の
歴
史
の
解
説
な
ど
、

何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

大
野
市
の
P
R
に
I
役
買
っ
て

み
よ
う
と
思
わ
れ
る
人
は
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
、
団

体
は
、
問
い
ま
せ
ん
。

　

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
平

　

成
大
野
屋
本
店
（
市
役
所
総
合

　

政
策
課
内
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
3
2
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

休
麗
日
が
変
更
I
J

　

1
0
月
1
日
か
ら
、
大
野
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

変
更
前
は
、
国
民
の
休
日
に
関

す
る
法
律
に
定
め
ら
れ
た
「
休
日
」

の
翌
日
が
休
館
日
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
1
0
月
1
日
か
ら
は
休
日

が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
職
業
訓
練
を
行
う
施

設
と
し
て
の
性
格
上
、
休
日
の
利

用
が
少
な
い
た
め
で
す
。
日
曜
日

は
第
3
日
曜
日
を
除
き
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

　

変
更
に
よ
り
、
春
分
の
日
や
体

育
の
日
な
ど
の
祝
日
が
休
館
日
と

な
り
ま
す
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
や
実
用
習
字
な
ど
の

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

市
の
施
設
の
休
館
日
は
、
こ
の
広

報
お
お
の
に
折
り
込
み
の
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

変
更
後
の
休
日
毎
週
月
曜
日
・

　

毎
月
第
3
日
曜
日
。
国
民
の
祝

　

日
に
関
す
る
法
律
に
定
め
ら
れ

　

た
休
日
・
年
末
年
始
（
1
2
月

　

2
9
日
～
翌
年
1
月
3
日
）

問
い
合
わ
せ
先
大
野
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
8

　

4
0
）
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第
十
六
回
大
野
名
水
カ
ッ
プ
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
八
月
八
日

～
十
日
に
ふ
れ
あ
い
公
園
や
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
古
河
市
を
は
じ
め

と
し
て
、
県
内
外
か
ら
二
十
四
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
四
チ
ー
ム
が
参

加
。
J
C
有
終
東
・
F
C
お
お

の
・
有
終
南
・
下
庄
の
各
チ
ー
ム

が
炎
天
下
の
中
、
汗
を
流
し
な
が

ら
活
躍
し
ま
し
た
。

●
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ー

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

で
、
明
る
く
健
康
的
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日
1
0
月
1
0
日
②
（
体
育
の
日
）

開
会
式
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
▼
エ
ス
キ
ー

　

テ
ニ
ス
▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
▼

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
▼
サ
イ
ク
リ
ン

　

グ
▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
▼
テ

　

ニ
ス
▼
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

　

ス
※
各
種
目
の
内
容
・
場
所
・
時
間

な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

申
込
方
法
所
定
の
用
紙
で
、
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
か
各

　

公
民
館
へ

締
め
切
り
日
9
月
3
0
日
汚

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
5
3
1
）

●
奥
越
駅
伝
競
争
大
会

日
時
1
0
月
2
6
日
⑥
午
前
8
時

　

1
5
分
受
付
開
始
（
雨
天
決
行
）

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

種
目
1
部
＝
一
般
男
子
▼
2
部

　

＝
高
校
男
子
▼
3
部
＝
高
校
女

　

子
・
一
般
女
子
▼
4
部
＝
職
場

　

男
女
▼
5
部
＝
中
学
男
子
▼
6

　

部
＝
中
学
女
子

コ
ー
ス
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸

　

上
競
技
場
付
設
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

　

ス
（
日
本
陸
連
公
認
）
▼
I
～

　

C
O
部
＝
2
1
・
O
Q
″
7
’
に
D
キ
¨
¨
▼
4

　

～
｛
h
｝
部
＝
1
2
キ
ロ

　
　

（
い
ず
れ
も
5
区
構
成
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

●
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル

日
時
9
月
2
3
日
丙
（
勤
労
感
謝

　

の
日
）
午
前
8
時
集
合
＝
市
勤

　

労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
赤
兎
山
登
山

コ
ー
ス
小
原
コ
ー
ス
（
登
り
約

　

1
時
間
4
0
分
下
り
1
時
間
1
0
分
）

対
象
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

参
加
料
5
0
0
円

準
備
山
歩
き
で
き
る
服
装
と

　

靴
、
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物

定
員
2
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

’施設｀、

スポット4

ドンラツ

　

一ポスンサ⑩

　

ふ
る
さ
と
公
園
六
呂
師
い
こ
い

の
広
場
サ
ン
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

（
勤
労
者
体
育
施
設
）
は
、
市
街
地

か
ら
車
で
約
二
十
五
分
の
六
呂
師

高
原
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
九
月
に
、
雇
用

促
進
事
業
団
に
よ
っ
て
中
小
企
業

に
働
く
勤
労
者
の
健
康
増
進
と
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

約
二
万
四
千
平
方
□
の
敷
地
に

は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

や
シ
ャ
ワ
ー
室
を
備
え
た
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
全
天
候
型

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
面
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
施
設
も
見
晴
ら
し
が

よ
く
、
高
原
の
す
が
す
が
し

い
空
気
を
吸
い
こ
ん
で
気
持

ち
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
奥
越
高
原
牧

場
や
ミ
ニ
動
物
園
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
の
あ
る
ふ
る
さ

と
自
然
公
園
、
魚
の
つ
か
み
取
り

が
で
き
る
サ
ン
フ
ィ
ツ
シ
ュ
ラ
ン

ド
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
あ
る
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、

一
日
中
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

近
く
に
は
六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
も
あ
り
、
学
生
の
合
宿
や

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
な

ど
で
も
ど
う
ぞ
。

営
業
期
間
4
月
～
H
月
午
前

　

9
時
～
午
後
5
時

休
業
期
間
1
2
月
～
翌
年
3
月

使
用
料
金
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ー
面

　

（
1
時
間
）
＝
4
0
0
円
▼
ゲ

　

ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
1
時
間
）
＝

　

4
0
0
円
▼
多
目
的
ク
ラ
ウ
ン

　

ド
（
1
時
間
）
＝
3
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
六

　

呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
a

　

6
7
・
I
Q
J
O
I
）
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爪と健康

色
や
形
の
変
化
に
注
意
し

　
　
　
　

病
気
の
早
期
発
見
を

　

手
や
足
の
指
先
に
あ
る
爪
は
、
私
た
ち
の
目
に
毎
日
触

れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
あ
ま
り
注
意
深
く
観
察
さ
れ
た

り
、
関
心
を
払
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
爪
は
体
の
健
康
状
態
を
映
し
出
す
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
爪
の
病
気
と
爪
の
変
化
に
よ
る
体
の
病

気
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

構
造
と
役
割

　

爪
は
「
爪
甲
」
と
呼
ば
れ
、
そ

の
根
元
に
あ
る
「
爪
母
」
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
爪
甲
の
真
下
の

ピ
ン
ク
色
に
見
え
て
い
る
部
分
を

「
爪
床
」
と
い
い
、
ま
た
爪
甲
の

根
元
に
あ
る
半
月
形
の
白
い
部
分

　
　

そ
う
は
ん
げ
っ
し
ょ
う
そ
う
は
「
爪
半
月
（
小
爪
）
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
爪
甲
の
周
囲
の
部

分
は
「
爪
廓
」
と
い
い
、
根
元
の

　
　
　
　

そ
う
じ
ょ
う
ひ
あ
ま
か
わ
皮
膚
は
「
爪
上
皮
（
甘
皮
）
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

で
は
、
爪
は
何
の
た
め
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

爪
の
役
目
は
、
指
の
先
端
を
保

護
す
る
こ
と
で
す
。
爪
が
あ
る
お

か
げ
で
、
細
か
な
作
業
を
器
用
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

爪
が
指
先
を
保
護
し
て
い
れ
ば
こ

そ
指
先
に
力
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　

同
様
に
、
足
の
爪
も
指
先
を
保

護
し
て
い
ま
す
。
爪
が
な
か
っ
た

ら
、
足
の
指
先
に
力
を
加
え
ら
れ

ず
、
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

爪
自
身
の
病
気

　

こ
こ
で
、
よ
く
み
ら
れ
る
爪
の

病
気
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

爪
白
歯
（
爪
水
虫
）
皮
膚
に
で

　

き
る
「
水
虫
」
の
病
原
体
で
あ

　

る
白
癖
菌
が
爪
に
感
染
し
て
起

　

こ
る
病
気
で
、
手
や
足
の
爪
甲

　

が
白
っ
ぽ
く
濁
っ
て
、
分
厚
く

　

な
っ
て
い
き
ま
す
。

爪
甲
剥
離
爪
甲
が
指
先
か
ら
は

　

が
れ
て
く
る
病
気
で
す
。
大
部

　

分
は
カ
ビ
の
一
種
の
カ
ン
ジ
ダ

　

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

爪
甲
帯
状
色
素
沈
着
爪
甲
に
、

　

黒
っ
ぽ
い
帯
状
の
色
素
沈
着
が

　

縦
に
で
る
も
の
で
す
。

洗
濯
板
様
爪
甲
爪
甲
に
横
に
走

　

る
溝
が
で
き
、
洗
濯
板
の
よ
う

　

に
爪
甲
が
凸
凹
に
な
り
ま
す
。

　

爪
甲
の
根
元
の
皮
膚
の
異
常
が

　

原
因
で
、
爪
の
根
元
を
か
ん
だ

　

り
、
い
じ
る
癖
が
あ
っ
た
り
、

　

指
先
に
湿
疹
や
そ
の
他
の
皮
膚

　

病
が
あ
る
場
合
な
ど
に
起
こ
り

　

ま
す
。

刺
し
爪
。
巻
き
爪
・
鈎
膏
爪
爪

　

甲
が
内
側
に
育
曲
す
る
の
が

　

「
巻
き
爪
」
で
、
爪
甲
の
先
端

　

の
側
縁
が
皮
膚
に
食
い
込
む
状

態
が
「
刺
し
爪
（
陥
没
爪
）
」
、

爪
甲
が
分
厚
く
な
り
鈎
形
に
な

っ
た
の
が
「
鈎
宵
爪
」
で
す
。

変
化
に
よ
る

　
　
　

病
気
の
目
安

　

全
身
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
病
気

に
か
か
る
と
、
爪
の
色
や
形
に
変

化
が
表
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

一
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

白
っ
ぽ
い
爪
貧
血

す
り
ガ
ラ
ス
様
爪
肝
硬
変

横
に
走
る
白
線
の
あ
る
爪
ネ
フ

　

ロ
ー
ゼ
（
腎
臓
の
病
気
）

バ
チ
指
心
臓
・
肺
の
病
気

扁
平
な
爪
・
匙
状
爪
甲
状
腺
機

　

能
充
進
症
（
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

　

の
過
剰
状
態
）
・
貧
血

周
囲
が
赤
く
腫
れ
た
爪
膠
原
病

　

・
皮
膚
筋
炎

　

こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
病
気

の
疑
い
の
目
安
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
爪
の
変
化
に
注

意
し
、
病
気
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

上面図

断面図

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター，（a65・7333）



暮
ら
し
の

7
、
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l
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χ
べ
″
t
ゝ
χ クリー：ング事故で

　

嫌な思いをしないために

トラブルを防ぐ大事なポイント

　

最
近
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
品
物
に
し
み

が
つ
い
て
き
た
の
に
店
が
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
」
な
ど

の
内
容
で
す
が
、
事
前
に
注
意
し
て
い
れ
ば
無
用
な
ト
ラ

ブ
ル
が
防
げ
る
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

お
互
い
に
確
認

　
　

「
預
け
た
と
き
か
ら
し
み
は
つ

い
て
い
た
は
ず
」
「
い
や
、
つ
い

て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
品
物
の
し
み
が
、
い
つ
、

ど
こ
で
つ
い
た
の
か
調
べ
て
も
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
結
局
は
水
掛
け
論
と
な
り
、

お
互
い
に
不
満
だ
け
が
残
る
結
果

と
な
り
ま
す
。

　

品
物
を
、
預
け
る
と
き
と
受
け

取
る
と
き
に
、
異
常
が
な
い
か
ど

う
か
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
人
と

一
緒
に
確
認
す
る
こ
と
が
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

購
入
時
の
注
意

　

衣
類
や
か
ば
ん
な
ど
を
購
人
す

る
と
き
は
、
品
質
表
示
や
取
り
扱

い
表
示
を
よ
く
見
て
、
洗
濯
が
で

き
る
か
ど
う
か
を
念
頭
に
お
い
て

選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
領
収
書

や
残
り
布
な
ど
は
保
存
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

出
す
と
き
受
け
取
る
と
き

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
品
物
を
出

す
と
き
は
、
洗
濯
物
に
よ
っ
て
店

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
皮

革
や
高
級
和
服
は
専
門
店
が
安
心

で
き
ま
す
。
特
に
和
服
の
丸
洗
い

は
、
事
故
が
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
よ
う
。
大
切
な
物
は
、
信
頼
で

き
る
店
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
品

物
が
戻
っ
た
と
き
に
は
、
し
み
や

穴
な
ど
が
な
い
か
よ
く
調
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
異
常
を
発
見

し
た
ら
す
ぐ
店
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
保
管
す
る
と
き
は
、
ポ

リ
袋
に
入
れ
た
ま
ま
に
せ
ず
、
よ

く
乾
燥
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
虫
剤
は
、
二
種
類
以
上
入
れ

る
と
し
み
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
種
類
だ
け
に
し
て
保
管
し

ま
し
よ
う
。

事
故
が
起
こ
つ
た
ら

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
に
備
え
て
、
全
国
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
で
は
、
事
故
に
対
す
る
賠
償
の

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
は
、
事
故
の
原
因
が

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
に
あ
る
か
否

か
を
問
わ
ず
、
業
者
が
、
被
害
者

に
対
し
て
補
償
す
る
と
い
う
内
容

で
す
。
た
だ
し
、
業
者
が
他
の
者

の
過
失
に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
や
客
が

品
物
を
受
け
取
っ
て
か
ら
六
ヵ
月

を
経
過
し
た
と
き
な
ど
は
こ
の
基

準
に
よ
る
賠
償
責
任
を
免
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
が
適
用
さ
れ
る
の
は
同
組

合
の
加
盟
店
と
S
マ
ー
ク
加
盟
店

で
す
。
組
合
加
盟
や
S
マ
ー
ク
加

盟
の
店
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
事
故
は
、
製

品
そ
の
も
の
に
原
因
が
あ
る
場
合

と
消
費
者
の
使
用
や
保
管
に
原
因

が
あ
る
場
合
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処

理
に
原
因
が
あ
る
場
合
の
三
つ
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
故
を
発
見
し
た
ら
な
る
べ
く

早
く
そ
の
状
態
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
人
に
も
確
認
し
て
も
ら
い
、

原
因
や
責
任
の
所
在
、
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
k
’
・
工
ノ
。

消費生活に311するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464 （lふ；）
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」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）今月のスナップ

慌てず落ち着いて

（少年消防クラブ消火特訓）

＜；るー，39登場 この指ちゃまれの会

み
ん
な
で
参
加
し

　

こ
の
指
ち
や
ま
れ
の
会
に
は
、

決
ま
っ
た
会
員
が
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
代
表
の
人
も
い
ま
せ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
に
賛
同
し
、

企
画
し
た
人
の
指
に
ち
や
ま
っ
た

（
企
画
や
運
営
に
携
わ
る
）
人
み

ん
な
が
会
員
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に

会
員
の
顔
ぶ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
七
年
の
暮
れ
に
、
気
の
合

う
仲
間
何
人
か
で
お
酒
を
飲
ん
で

い
た
と
こ
ろ
「
大
野
の
た
め
に
何

か
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
と
い
う
話
が
ふ
と
出
た
の
が

き
つ
か
け
て
、
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
番
最
初
に
手
が
け
た
イ
ベ
ン

ト
は
、
去
年
の
八
月
五
日
の
「
こ

え
さ
か
み
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
」

で
す
。
阿
難
祖
地
頭
方
地
区
の
有

志
が
会
員
と
し
て
加
わ
り
、
同
地

区
の
こ
え
さ
か
峠
に
あ
る
白
山
神

社
境
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
会
員
に

　

今
年
の
八
月
五
日
に
も
、
二
回

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
台
風
の
影
響
で
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
段
階
で
は
、
雨
天
の
場
合

屋
内
で
の
開
催
も
検
討
し
ま
し
た

が
、
野
外
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

雰
囲
気
を
重
視
し
よ
う
と
い

う
意
見
で
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
や
フ
ル
ー
ト
の
音
色
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
聴

け
な
く
て
残
念
で
し
た
。

　

演
奏
を
予
定
し
て
い
た
人

は
皆
、
無
報
酬
で
の
出
演
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
看
板
や

チ
ラ
シ
、
舞
台
な
ど
も
全
て

手
作
り
で
す
。
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
趣
味
や
特
技
、
職
業

を
生
か
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
は
重
油
汚
染

事
故
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
や
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
　

「
機
会
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば

い
ろ
ん
な
こ
と
を
企
画
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
会
の
世
話
役
の
佐
々

木
三
郎
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
佐
々
木

さ
ん
（
豊
6
6
・
1
1
7
5
）
へ
。

フりクトーク

たいt

『
お
じ
い
さ
ん
の
台
所
』

　

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
西
暦
五
九
三
年
の
こ
の
日

に
、
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
に

悲
田
院
（
孤
児
や
貧
窮
者
を
救
う

慈
善
施
設
）
を
建
て
た
と
さ
れ
る

故
事
に
よ
り
、
昭
和
二
十
六
年
に

「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
「
老
人
の
日
」

と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
十

一
年
に
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
の
改
正
で
「
敬
老
の
日
」
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

『
お
じ
い
さ
ん
の
台
所
』
は
、

八
十
三
歳
に
な
っ
て
一
人
暮
ら
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
父
親
の
姿

を
、
三
女
で
あ
る
著
者
が
父
親
の

日
記
と
手
紙
交
換
を
元
に
し
て
書

き
つ
づ
っ
た
も
の
で
す
。

　

著
者
の
父
親
は
、
戦
前
は
地
主

と
し
て
先
祖
伝
来
の
田
畑
か
ら
の

年
貢
で
生
活
。
戦
後
は
不
在
地
主

で
土
地
を
没
収
さ
れ
て
、
わ
ず
か

な
収
入
で
五
人
の
子
ど
も
を
育
て

た
と
い
う
、
八
十
余
年
の
間
働
い

た
こ
と
の
な
い
人
で
す
。
も
ち
ろ

ん
家
事
は
一
切
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
父
親
が
鬼
軍
曹
と
呼
ん
だ

娘
の
特
訓
を
受
け
、
一
人
暮
ら
し

を
実
行
し
て
し
ま
う
気
力
を
み
せ

ま
す
。
そ
の
陰
に
は
、
子
供
た
ち

の
生
活
の
邪
魔
を
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
律
儀
さ
と
寂
し
い
思
い

が
交
錯
し
て
い
る
の
で
す
。

　

老
い
て
い
く
こ
と
の
わ
び
し
さ

を
表
に
出
さ
ず
、
自
分
で
自
分
を

か
じ
取
り
し
て
い
く
、
そ
れ
は
同

時
に
私
た
ち
に
も
課
せ
ら
れ
て
い

る
重
い
課
題
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館

　
　
　
　

（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）

『おじいさんの台所』

佐橋慶女著

文唇春秋
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私屯勺．｀Cこ，そ

ペ
ッ
ト
は
責
任
を
持
っ
て
飼
っ
て

　

こ
こ
数
年
、
野
良
犬
の
数
が
非

常
に
多
い
こ
と
が
気
に
な
り
ま

す
。
「
保
健
所
が
捕
獲
し
て
、
処

分
す
れ
ば
よ
い
」
の
で
し
よ
う
か
。

い
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
で
あ
る
私
た
ち
が
、
犬
を
捨

て
な
い
よ
う
に
、
迷
子
に
し
な
い

よ
う
に
、
ま
た
野
良
犬
に
む
や
み

に
え
さ
を
与
え
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

　

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
管
理
が
で

き
る
の
か
を
き
ち
ん
と
考
え
、
子

犬
が
生
ま
れ
て
も
飼
う
こ
と
も
里

親
を
探
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
な

ら
、
避
妊
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
犬
を
飼
う
者

と
し
て
の
、
い
や
、
人
間
と
し
て

の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

保
健
所
を
頼
る
前
に
、
自
分
た

ち
の
行
動
、
そ
し
て
考
え
方
を
見

直
し
、
飼
い
主
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
か
わ
い
い
だ
け
で
は

犬
は
飼
え
な
い
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
（
学
生
上
六
歳
）

　

大
野
保
健
部
で
捕
獲
保
護
さ
れ

る
犬
の
ほ
と
ん
ど
は
、
以
前
は
飼

い
犬
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
人
間
の
身
勝
手
に
よ
っ
て
放

浪
犬
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　

「
飼
え
な
く
な
っ
た
か
ら
引
き

取
っ
て
欲
し
い
」
と
毎
日
の
よ
う

に
持
ち
込
ま
れ
る
大
や
猫
な
ど
。

「
澄
ん
だ
瞳
で
何
か
を
訴
え
て
い

る
犬
」
を
見
る
た
び
に
、
「
ど
う

し
て
最
後
ま
で
飼
っ
て
あ
げ
ら
れ

な
い
の
か
」
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
や
猫
を
出
さ
な
い

た
め
に
、
避
妊
や
去
勢
を
し
ま
し

よ
う
。

　

犬
は
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
動
物
。
家
族
の
一
員
と
し
て

終
生
飼
い
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
放

し
飼
い
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う
。

散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
ふ
ん
の

後
始
末
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

大
野
保
健
部
で
は
、
今
後
も
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
「
動
物
愛

護
」
の
精
神
を
普
及
啓
発
し
、
少

し
で
も
不
幸
な
動
物
を
減
ら
す
よ

う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
月
二
上
日
～
二
上
六

日
は
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。

　
　

（
奥
越
保
健
所
大
野
保
健
部
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
。
氏
名
。
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
。
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
〒
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
l
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

匹鴫珍

指
揮
棒
で
音
楽
を
語
り
た
い

斉
藤
一
郎
さ
ん
（
I
ト
八
歳
巾
保
出
身
）

　

九
月
二
上
三
日
、
福
井
市
に
音

楽
堂
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く

い
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
館
記
念
オ
ー

ヶ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団
に
よ
る
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

中
保
出
身
の
沓
藤
さ
ん
は
、
現

在
東
京
芸
術
大
学
の
学
生
で
す
。

今
年
の
三
月
か
ら
こ
の
オ
ー
ヶ
ス

ト
ラ
の
指
揮
と
指
導
の
た
め
、
毎

週
福
井
巾
ま
で
東
京
か
ら
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。

　

記
念
日
当
日
は
、
N
H
K
交
響

楽
団
の
岩
城
宏
之
氏
が
指
揮
を
行

い
ま
す
が
、
岩
城
氏
の
代
理
と
し

て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

沓
藤
さ
ん
は
、
大
野
高
校
を
卒

業
し
、
束
京
学
芸
大
学
に
進
学
。

音
楽
学
と
作
曲
を
学
び
ま
し
た
。

卒
業
後
、
本
格
的
な
指
揮
の
勉
強

の
た
め
、
東
京
芸
大
指
揮
科
に
人

学
し
、
岩
城
氏
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
プ
ロ
オ
ベ
ラ
団
体

の
副
指
揮
者
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

去
年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ

れ
た
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

　

中
学
・
高
校
で
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
に
所
属
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く

以
外
音
楽
に
は
あ
ま
り
興
味
が
無

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

東
京
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た

沓
藤
さ
ん
は
、
「
夢
は
ド
イ
ツ
の
バ

イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
で
ワ
ー
グ
ナ

ー
の
リ
ン
グ
を
指
揮
す
る
こ
と
で

す
。
日
本
人
で
は
、
ま
だ
だ
れ
も

こ
こ
で
指
揮
を
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

…
親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ

日
時
m
一
月
2
5
日
①
開
場
＝
午

　

後
2
時
3
0
分
・
開
演
＝
午
後
3

　

時

場
所
市
文
化
会
館

内
容
N
H
K
の
テ
レ
ビ
番
組
な

　

ど
で
活
躍
し
て
い
る
馮
智
恵
さ

　

ん
と
宮
内
良
さ
ん
の
司
会
に
よ

　

り
、
親
子
で
一
緒
に
歌
を
歌
い
、

　

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
踊
っ
た
り

　

し
ま
す
。

入
場
料
無
料

申
込
方
法
応
募
用
は
が
き
ま
た

　

は
官
製
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加

　

人
数
（
大
人
と
子
ど
も
に
分
け

　

て
）
を
記
入
し
て
郵
送

締
め
切
り
日
1
0
月
9
日
2
必
着

そ
の
他
応
募
者
多
数
の
場
合
、

　

抽
選
で
入
場
整
理
券
を
送
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
2
大
野
市
弥
生
町
1
－
5

　

北
陸
電
力
㈱
大
野
営
業
所
内

　
　

「
ほ
く
で
ん
親
子
ふ
れ
あ
い
ス

　

テ
ー
ジ
」
係
（
酋
6
6
…
4
4
7

　

7
）



非公開は最小限に

情報公開懇話会が提言書提出

　

大野市の情報公開のあり方を検討するた

め、市長から委嘱された各種市民団体の長や

学識経験者、公募委員で組織する大野市情報

公開懇話会が、このほど情報公開に関する提

言書をまとめ、8月12日に市長に提出しまし

た。提言書は、原則公開、個人情報の保護、

市民が利用しやすい制度を三本柱に、情報提

供手段を充実させるためインターネットや公

開端末などでの提供の推進も求めています。

市では、12月定例議会に情報公開条例案を提

出し、来年4月からの実施を目指します。

1，000人が新しい農業を展望

農業●農村フォーラム開催

　

7月27日、有終会館で「おくえつ農業・農

村フォーラム」が開催されました。午前のフ

ォーラム1部では、大野市と勝山市の指導農

業士や大規模稲作農家、新規就農者などがそ

れぞれの農業の取り組み方について発表。午

後の2部では、「豊かで多様な農業と生活を

目指して」をテーマに農業問題の専門家3人

が講演しました。約1，000人が参加し、農

業の新しいあり方について考え合いました。

泥まみれで自然とのふれあい

学校田でドロリンピック

　

7月20日、阪谷小学校の学習田「阪谷っ子

田」で、休耕水田の泥の中でのレクリエーシ

ョン「ドロリンピック」が開かれました。農

村地帯にありながら機械化が進み、土とふれ

あう機会が少なくなってきたため、同校のP

TAが企画しました。参加した児童は、約90

人。宝探しやそりに乗ってのリレー競技に、

服や顔を泥まみれにしながらも歓声を上げて

楽しんでいました。

話循回底場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍猫回底場
ダニエルさんと大自然満喫

アウトドアグラウンズ197

　

7月26日、中島地区にある麻那姫湖青少年

旅行村でおおのアウトドアブラウンス’97が開

催されました。熱気球のフライト体験や魚の

つかみ捕り、またタレントのダニエル・カー

ルさんと作る「お父さんの手作りビール教室」

などを中心に様々な体験イベントが行われま

した。当日の人村者は、約1，500人。家族

連れなど、子供から大人までが、大自然の中

で楽しい1日を過ごしました。イベントは翌

日も開催される予定でしたが、台風のために

中止となりました。

地域ぐるみで安全確保を
子どもの「かけ込み所」

　

8月1日、有終南小学校PTAでは、児童

生徒の緊急避難場所「かけ込み所」を設置し

ました。登下校中の児童生徒が事件や事故に

巻き込まれることを未然に防ぐために、校区

内の約100軒の民家や店舗に避難家屋の協

力をお願いしました。かけ込み所には、40撃

四方の黄色い旗が道路沿いの目立つ場所に掲

げられています。危ないと感じたら直ぐ避難

し、助けを求めましょう。また、いじめや急

なトイレなどにも気軽に利用できます。

ダムと自然の環境を守る

仙翁谷第二堰堤が完成

　

8月10日、真名川の支脈の仙翁谷川に2番

目の砂防堰堤が完成し、記念碑の除幕式典が

行われました。記念碑の銘板には、市内の小

学校から応募された中から最優秀賞に選ばれ

た山本睦子さん（エド庄小6年）の書いた「仙翁

谷第二堰堤」の文字が彫り込まれました。堰

堤の建設は、ダムの治水機能の確保とダム流

域の荒廃を防ぐことが目的です。また、下流

域の水資源を利用する発電施設なども土砂災

害から守られます。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

9月

●
国
土
利
用
計
画
公
聴
会

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

市
の
土
地
利
用
の
指
針
と
な
る

「
第
2
次
国
土
利
用
計
画
」
に
、
広

く
市
民
の
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
9
月
2
9
日
⑥
午
後
6
時

場
所
大
野
有
終
会
館

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
住

　

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

　

話
番
号
を
明
記
し
て

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
9
1

　

2
大
野
市
天
神
町
I
I
I
大

　

野
市
役
所
総
合
政
策
課
（
豊
6
6

　
　

・
1
1
1
1
内
線
4
0
0
t
N
l
）

●
コ
ン
バ
イ
ン
も

　
　

登
録
が
必
要
で
す

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
軽

自
動
車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
よ
う

に
、
登
録
し
て
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
軽
自
動
車
税
も
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
や
未
登
録
の
人
は
、

市
役
所
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物
印
鑑
・
車
体
の
形
式

　

の
分
か
る
物

税
額
1
0
0
0
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
2
2
）

●
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
シ
ア
タ
ー

　
　

「
賢
治
の
ト
ラ
ン
ク
」

　

人
形
・
仮
面
・
手
話
で
演
じ
る

宮
渾
賢
治
の
夢
の
世
界
で
す
。

日
時
9
月
1
8
日
④
午
後
7
時

場
所
市
文
化
会
館

入
場
料
大
人
＝
1
0
0
0
円

　

小
・
中
・
高
校
生
＝
8
0
0
円

入
場
券
各
児
童
セ
ン
タ
ー
や
図

　

書
館
な
ど
で
発
売

問
い
合
わ
せ
先
昼
間
＝
浦
井
ひ

　

と
み
さ
ん
（
豊
6
5
・
5
0
1
4
）

　

夜
間
＝
安
川
早
苗
さ
ん
（
a

　

6
5
・
1
8
6
8
）

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

福
井
県
司
法
書
士
会
と
福
井
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
福
井

地
方
法
務
局
の
後
援
で
、
無
料
登

記
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
m
一
月
1
日
④
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

場
所
有
終
会
館

相
談
内
容
土
地
や
建
物
の
登
記

　

お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
様
々

　

な
法
律
上
の
問
題
な
ど

●
結
婚
記
念
植
樹
会

日
時
m
一
月
5
日
⑥
午
前
H
時

　

～
午
後
1
時
小
雨
決
行
（
荒
天

　

の
場
合
は
1
2
日
⑨
に
延
期
）

植
樹
会
場
麻
那
姫
湖
青
少
年
旅

　

行
村
（
中
島
地
区
）
各
自
で

　

現
地
集
合
・
解
散

参
加
資
格
市
内
に
在
住
し
、
平

　

成
8
年
9
月
2
5
日
～
平
成
9
年

　

9
月
2
4
日
の
間
に
結
婚
し
た
夫

　

婦
参
加
料
I
組
2
0
0
0
円
（
昼

　

食
代
な
ど
と
し
て
）

定
員
先
着
3
0
組
（
6
0
人
）

締
め
切
り
日
9
月
2
4
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
林
務
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
2
1
）

●
市
総
合
文
化
祭

　

出
演
者
と
作
品
を
募
集

　

第
3
1
回
市
総
合
文
化
祭
が
H
月

1
日
か
ら
3
日
ま
で
、
有
終
会
館

と
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

芸
能
部
門
個
人
ま
た
は
団
体
の

　

演
奏
、
民
謡
、
踊
り
な
ど

展
示
部
門
絵
画
、
書
道
、
彫
塑

　

工
芸
、
写
真
、
そ
の
他
（
出
品

　

点
数
や
作
品
の
規
格
は
自
由
）

締
め
切
り
日
芸
能
部
門
＝
9
月

　

m
一
日
④
展
示
部
門
＝
m
一
月
1
5

　

日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4

　

6
）

●
み
ん
な
で
健
康
ウ
ォ
ー
ク

日
時
1
0
月
1
0
日
②
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時
3
0
分
小
雨
決
行

　
　

（
荒
天
の
場
合
は
健
康
教
室
）

集
合
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
速
歩
コ
ー
ス
＝
1
0
ご
・

　

ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
＝
6
ブ

　
　

（
コ
ー
ス
変
更
の
場
合
あ
り
）

参
加
料
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具

定
員
先
着
3
0
0
人

締
め
切
り
日
1
0
月
7
日
汚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

3
3
）

●
調
理
師
試
験
と
予
備
講
習

試
験
日
H
月
9
日
⑧

試
験
会
場
大
野
保
健
部

受
験
料
6
1
0
0
円

予
備
講
習
会
日
1
0
月
8
日
⑥
・

　

9
日
④
（
2
日
間
）

講
習
会
場
J
A
か
つ
や
ま
研
修

　

会
館

講
習
受
講
料
1
5
0
0
0
円

申
し
込
み
受
付
期
間
い
ず
れ
も

　

9
月
1
日
⑥
～
1
9
日
②

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
保
健
所
大

　

野
保
健
部
（
酋
6
6
・
2
0
7
6
）

交通

安全

剱
r

携
帯
電
話
の
使
用
は

　
　

車
を
止
め
て
か
ら

　

携
帯
電
話
が
驚
異
的
に
普
及

し
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
市
内

で
も
車
の
運
転
中
に
使
用
し
て

い
る
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
携
帯
電
話
使
用
中
に
起
こ
る

交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
の
携
帯
電
話
使
用
中

の
人
身
事
故
は
、
平
成
七
年
中

に
九
件
、
平
成
八
年
中
で
は
十

五
件
、
そ
し
て
平
成
九
年
七
月

末
ま
で
に
は
十
二
件
と
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
特
徴
は
、
「
携
帯
電

話
を
と
ろ
う
と
し
て
」
「
ベ
ル

に
気
を
と
ら
れ
て
」
な
ど
受
信

操
作
時
の
事
故
が
最
も
多
く
、

発
信
操
作
時
に
も
車
両
相
互
の

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

運
転
中
の
使
用
は
、
周
囲
の

交
通
の
状
況
に
対
す
る
注
意
が

不
十
分
に
な
り
、
一
時
停
止
を

怠
っ
た
り
信
号
無
視
を
し
て
し

ま
い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
為
に
も
運
転
中
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

運
転
す
る
と
き
に
は
、
電
源
を

切
っ
た
り
し
て
、
呼
出
し
音
が

な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
は
、
路
肩
や
駐
車

場
な
ど
安
全
な
場
所
に
車
を
停

車
さ
せ
て
使
用
し
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

●
行
政
書
土
会
に
よ
る

　
　

行
政
無
料
相
談
会

日
時
1
0
月
1
日
⑥
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類

　

や
権
利
義
務
事
実
証
明
書
に
関

　

す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
行
政
書

　

士
会
大
野
支
部
長
帰
山
安
夫

　

さ
ん
（
豊
6
6
・
2
2
1
8
）

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　
　

設
置
に
補
助

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
、
県
が
認
定
し
た
屋

根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
に
要
す
る
費
用

　

の
3
分
の
1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
7
件

申
込
期
限
9
月
3
0
日
囚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係

　

（
a
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4

　

7
）

●
実
用
習
字
講
座

日
時
1
0
月
1
日
④
～
1
2
月
3
日

　

⑥
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
（
計
1
0
回
）

場
所
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

内
容
日
常
よ
く
使
う
細
筆
の
練

　

習
（
は
が
き
や
金
封
な
ど
の
表

　

書
き
）

定
員
先
着
2
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

（
a
5
5
・
6
8
4
0
）

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
1
0
月
2
6
日
⑥
午
前
1
0
時

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

種
類
乙
種
4
類

受
験
資
格
特
に
な
し

必
要
な
書
類
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
6

　

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
2
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

受
験
料
3
4
0
0
円

受
付
期
間
9
月
4
日
④
～
1
2
日

　

②
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

提
出
方
法
持
参
ま
た
は
郵
決

　

（
郵
送
の
場
合
は
9
月
1
2
日
の

　

消
印
有
効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
（
財
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
非

　

県
支
部
（
〒
9
1
0
福
井
市
松

　

本
3
丁
目
1
6
－
1
0
福
井
県
福
丼

　

合
同
庁
舎
内
容
0
7
7
6
・
刀

　

・
7
0
9
0
）

●
国
民
年
金
基
金
加
入
で

　
　
　
　

豊
か
な
老
後
を

　

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
平
成

3
年
4
月
に
新
設
さ
れ
た
制
度
で

す
。
自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
加

入
者
が
、
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
基
礎
年
金
の
上

積
み
給
付
を
行
い
、
「
二
階
建
て

年
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

加
入
で
き
る
人
国
民
年
金
の
第

　

1
号
加
入
者
で
あ
る
2
0
歳
以
上

　

6
0
歳
未
満
の
自
営
業
・
農
林
漁

　

業
・
学
生
・
無
職
の
人
。

　
　

た
だ
し
、
国
民
年
金
が
免
除

　

さ
れ
て
い
る
人
や
農
業
者
年
金

　

基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加

　

入
で
き
ま
せ
ん

掛
金
加
入
の
口
数
や
給
付
の
種

　

類
、
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て

　

異
な
り
ま
す
。
加
入
の
口
数
や

　

給
付
の
種
類
は
、
自
身
の
将
1

　

設
計
に
合
わ
せ
て
決
め
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

　
　

掛
け
金
は
、
全
額
社
会
保
節

　

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

　

税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
国
民
缶

　

金
基
金
（
酋
0
1
2
0
・
4
0
・

　

4
3
5
5
）

●
お
座
敷
列
車

　
　
　
　

「
大
野
市
民
号
」

　

今
年
の
お
座
敷
列
車
「
大
野
市

民
号
」
は
、
一
泊
二
日
で
長
野
県

善
光
寺
と
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
旅

で
す
。
九
頭
竜
線
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
、
費
用
の
一

部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旅
行
日
H
月
1
8
日
囚
～
1
9
日
④

行
き
先
長
野
県
善
光
寺
と
戸
倉

　

上
山
田
温
泉

集
合
午
前
8
時
3
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
幼
児

　

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
1
5
0
人

費
用
1
人
4
万
1
0
0
0
円

　
　

（
内
I
人
7
0
0
0
円
助
成
）

申
し
込
み
方
法
個
人
ま
た
は
グ

　

ル
ー
プ
（
5
人
以
内
）
で
、
所

　

定
の
申
込
用
紙
で

申
込
期
間
9
月
2
4
日
④
～
3
0
日

　

唐
そ
の
他
▼
申
込
用
紙
は
、
9
月

　

8
日
⑥
か
ら
市
役
所
生
活
環
境

　

課
も
し
く
は
J
R
越
前
大
野
駅

　

に
用
意
▼
抽
選
に
な
っ
た
場

　

合
、
当
選
さ
れ
た
人
に
の
み
連

　

絡
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
酋
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
4
）

●
普
通
救
命
講
習
会

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
9

月
か
ら
毎
月
第
4
日
曜
日
に
、
普

通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

日
時
毎
月
第
4
日
曜
日
午
前

　

9
時
～
正
午

　

第
1
回
＝
9
月
2
8
日
⑧

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

定
員
毎
回
3
0
人
程
度

対
象
中
学
生
以
上

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し
込

　

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

て
郵
送
ま
た
は
持
参
で

締
め
切
り
毎
月
第
3
日
曜
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
2
大
野
市
天
神
町
7
－
1
4

　

大
野
地
区
消
防
本
部
（
豊
6
6
・

　

0
1
1
9
）

ご存じですか

代替地登録制度

　

代替地登録制度は、道路や河川などの公共事

業で買収する事業用地の代わりとして、地権者

の人に提供する土地を登録する制度です。

　

代替地として契約が成立した場合、一定の条

件を満たせば、公共事業による代替地の提供と

して1500万円の譲渡所得の特別控除や税率の軽

減など税の優遇措置を受けることができます。

　

代替地として提供してもよいと思われる人は、

大野土木事務所まで連絡してください。

問い合わせ先

大野土木事務所管理用地課

（酋66・1221内線832）
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希
望
を
与
え
て
く
れ
た
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

羽
生
尚
代
さ
ん
（
美
里
町
）

　

美
里
町
の
羽
生
尚
代
さ
ん
（
三
十
九
歳
）

の
宝
は
、
木
管
楽
器
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
で
す
。

　

あ
る
出
来
事
で
ふ
さ
ぎ
が
ち
だ
っ
た
羽
生

さ
ん
に
、
前
向
き
に
生
き
る
気
持
ち
を
取
り

戻
し
て
く
れ
た
楽
器
で
す
。

　

五
年
前
の
あ
る
日
、
友
だ
ち
か
ら
室
内
楽

コ
ン
サ
ー
ト
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
勝
山
市
で

開
か
れ
た
N
H
K
交
響
楽
団
の
演
奏
で
す
。

そ
の
と
き
、
初
め
て
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
出
会
い

ま
し
た
。

　
　

「
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
音
が
語
り
か
け
て
く
る

よ
う
で
し
た
。
音
楽
が
こ
ん
な
に
も
心
を
和

ま
せ
、
温
め
て
く
れ
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
」
と
そ
の
と
き
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
は
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
一
緒
に
温

か
い
時
間
を
過
ご
そ
う
と
練
習
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
励

ま
さ
れ
、
音
楽
の
奥
深
さ
も
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

「
自
分
ら
し
い
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
響
き
を
創

り
た
い
。
そ
し
て
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
良
さ
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
、

そ
ん
な
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
が
、
音
楽
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
は
小
学
生
の
と
き
で
、
鼓
笛
隊
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
と
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
所
属
し
、
高
校
卒
業
後
の
翌
年
に
は

そ
の
年
結
成
さ
れ
た
大
野
市
民
吹
奏
楽
団
に

人
団
し
ま
し
た
。
現
在
も
楽
団
で
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
を
吹
き
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
は
、
親
し
み
に
く
い
楽
器

な
の
か
、
他
の
楽
団
で
も
あ
ま
り
み
か
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
楽
器
の
お
か
げ
で
明

る
く
な
り
、
現
在
の
私
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
対
す
る
そ
ん

な
感
謝
の
気
持
ち
を
、
ず
っ
と
持
ち
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
、
最
後
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，549世帯 7世帯

人口 41，186人 4人

内訳
男 19，722人 6人

女 21，464人 △2人

7月中の異動
転人 60人 出生 31人

転出 56人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵ、9）at）

件数内訳
平成9年

7月末

平成8年

7月末
比較

総件数 327件 283件 44件

人
身

事
故

件数 81件 75件 6件

死者 2人 1人 1人

傷者 112人 96人 16人

物損事故 246件 208件 38件

表
紙
の
こ
と
ば

　

建
設
省
九
頭
竜
ダ
ム
統
合
管

理
事
務
所
が
整
備
を
進
め
て
き

た
、
河
川
維
持
用
水
の
放
流
施

設
が
完
成
し
、
七
月
二
十
七
日

か
ら
本
格
的
な
放
流
を
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
真
名
川
ダ
ム

下
流
の
無
水
区
間
が
解
消
し
ま

し
た
。
ダ
ム
の
水
圧
を
利
用
し

た
噴
水
も
あ
り
、
新
し
い
観
光

名
所
に
な
り
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

昨
年
、
市
が
委
嘱
し
た
I
二
十

五
人
の
平
成
大
野
屋
全
国
支
店

主
た
ち
は
、
各
地
で
大
野
の
P

R
活
動
を
行
つ
て
い
ま
す
。
ま

つ
た
く
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
人

た
ち
が
、
大
野
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
市
内
を
対
象
に
、
賛
助
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

／n見m

　

四
十
半
ば
に
し
て
体

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
に
な

り
、
年
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
何
日

で
も
疲
れ
を
引
き
ず

る
。
少
々
で
も
食
べ
過
ぎ
る
と
胃
の
辺
り
が
二

～
三
日
は
重
い
し
、
会
社
の
休
み
の
日
で
も
、

出
か
け
る
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
き
た
な

ど
、
例
を
挙
げ
だ
し
た
ら
切
り
が
な
い
。
い
つ

ま
で
も
若
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
体
は
少
し
ず

つ
老
い
て
い
る
よ
う
だ
▼
こ
れ
と
い
っ
た
症
状

が
無
い
の
で
、
特
別
に
検
査
な
ど
受
け
ず
に
い

た
が
、
今
回
、
一
泊
二
日
の
人
間
ド
ッ
ク
に
申

し
込
ん
で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。
検
査
は
二
日

間
び
っ
し
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
血
糖
値

が
基
準
値
よ
り
高
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
動
脈
硬

化
や
糖
尿
病
な
ど
成
人
病
に
な
る
危
険
性
が
あ

る
と
言
わ
れ
、
適
度
な
運
動
や
減
食
を
心
掛
け

る
よ
う
指
導
も
受
け
た
▼
こ
の
一
年
に
三
～
四

ブ
は
太
つ
た
な
、
と
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
中

年
太
り
と
勝
手
に
自
分
を
納
得
さ
せ
て
、
特
に

体
を
動
か
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
？
ま

ず
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
と
は
い
え
、
食
べ
る
物
も

食
べ
ず
に
や
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
事
を
控
え
、
間
食
は
極
力

し
な
い
よ
う
に
し
、
ど
う
し
て
も
甘
い
物
が
欲

し
い
場
合
は
、
一
口
だ
け
で
我
慢
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
職
場
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使

わ
ず
階
段
を
上
り
下
り
し
、
コ
ー
ヒ
ー
は
、
一

日
一
杯
に
決
め
た
？
こ
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の

結
果
、
一
ヵ
月
で
二
回
の
減
量
が
で
き
、
少
し

体
が
軽
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
こ
ん
ど
は
奥
越

マ
ラ
ソ
ン
に
で
も
参
加
し
て
み
よ
う
か
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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